
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容：  

 
①赤外線通信に関する研究 
 近年、空間伝送型赤外線光通信、IrDA（Infrared Data Association)が携帯電話端末・ゲーム機などを中心に広まり、

端末間での相互の小規模なデータ通信が盛んに行われている。しかし、これらのデータ通信は信号発信用の赤外線

LED の出力不足や空間伝送中のシグナルの減衰などから小規模・小容量の者に限られている。しかし、近年、赤外

LED の発光出力は大幅に上昇を見せており、また、応答速度も格段に向上している。そのような新しい高出力・高応答

速度のLEDを大規模集積化して地域コミュニティの防災通信や船舶、航空・宇宙分野の衝突防止などでの利用などの、

今まで使用されなかった分野への応用を試みている． 

 
②光・電子応用計測に関する研究 
 本研究では、光や音波を用いた各種応用計測をおこなっている。周波数の異なる 2 波形を重ね合わせ、合成する前と

周波数の異なる干渉波形を生成するヘテロダイン干渉計、超音波による距離計測をおこなう超音波トランデューサー、

分離プリズムを用いて従来のマイケルソン型干渉計をより安定して測定可能なロバスト光干渉計など多岐にわたる研究

をおこなっている。 

 
③テラヘルツ分光による機能性材料の研究 
 近年注目を浴びているテラヘルツ光を用いて 

超伝導体や太陽電池材料などの機能性材料の 

物性評価を行い，全くユニークな新しい材料 

評価法としての提案を目指している。 

 
④その他 
固体物性学・材料学を土台とした新機軸の 

機能性材料開発などの研究も鋭意行っている。 

研究タイトル： 

光計測・半導体・テラヘルツなど応用物理分野の研究 
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技術相談 

提供可能技術： 

・可視光から赤外線をプローブとして用いた各種光計測 

・半導体デバイス，特に光半導体デバイス（LED, LD, PD）についての研究 

・空間伝送型赤外線通信・各種光センサについての研究 

・機能性材料のテラヘルツ分光による評価 

 

所属： 鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 情報コース

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

デジタルマルチメータ(アドバンテストなど) 電気炉 

オシロスコープ各種（横河電機など）  

ロバスト光干渉計（自作）  

超音波トランデューサー（自作）  

ヘテロダイン光干渉計（自作）  

研究の概要 


